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１．研究計画の概要 
 本研究課題の目的は、魚類の中で最大のグ
ループであり、かつ、種数において脊椎動物
の半数近くを占める条鰭類を研究対象とし、
この巨大な生物群が、地球上でどのようなプ
ロセスを経て多様化してきたかを解明する
ことを目的とする。この目的を達成するため、
まず、条鰭類全体から偏りなく魚種を選定し、
ミトコンドリアゲノム全長配列を決定する。
そして、そのデータに基づいて網羅的大規模
系統樹を構築し、その樹形情報から条鰭類多
様化の歴史的パターンを解明する計画であ
る。 
 
２．研究の進捗状況 
 本研究では、条鰭類全体の網羅的大規模系
統樹を構築することを目標に解析を進めて
いるが、解析の進め方としては、まず個別の
下位分類群 [主として目 (もく)] を対象に解
析を行い、それを積み上げていくことで全体
像を描き出すという戦略を採っている。この
ため、これまでに得られた研究成果は、この
個別の下位分類群の研究におけるものだが、
その内容は、当初予想していたよりもはるか
に豊かに魚類の進化史を描き出すものであ
った。ここでは、主要な成果のいくつかを記
す。 
 
(1) メダカ亜目は、カダヤシ類より、サンマ
やトビウオを含むダツ類により近いことが
高い信頼性を持って提示された。さらに、こ
れらのスズキ類内部における系統的位置に
注目すると、メダカやサンマ、トビウオ、カ
ダヤシを含むトウゴロウイワシ系は、適応放
散のモデル生物として注目されているシク

リッド類とかなり近縁であることが判明し
た。  
 
(2) これまでトゲウオ科の中で最も初期に分
化したのは、これと姉妹群関係にあるクダヤ
ガラ類と類似した細長い体型を持つ S. 
spinachia であると考えられていたが、ミト
ゲノム全長配列と 11 個の核遺伝子に基づい
た解析を行ったところ S. spinachiaは、トゲ
ウオ科の中で最も派生的な種として位置づ
けられた。 
 
(3) ナギナタナマズ科（アロワナ目）魚類は、
アフリカとアジアに分布しているが、中間地
帯の中東に分布せず、化石も見つからない。
ミトコンドリアゲノム全長配列に基づいて
系統解析と分岐年代推定を行った結果、ナギ
ナタナマズ科魚類アフリカ起源説が支持さ
れ、アフリカとアジアのナギナタナマズの分
岐年代は 133 Myaと推定された。アジア・
ナギナタナマズはアフリカ・ナギナタナマズ
と分岐した後に、インド亜大陸に乗って北上
し、アジアに到達したと考えられた。 
 
３．現在までの達成度 
 
②おおむね順調に進展している。この評価は、
この研究のこれまでの研究期間である 3年間
に 64 編の原著論文を査読制度のある十分レ
ベルの高い国際ジャーナルに公表できてい
ることから見ても妥当であると思料する。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 当初の研究計画では、条鰭類全体の系統構
造を一気に描き出すことに重点を置くこと
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を考えていたが、これまでの研究成果から、
個別の下位分類群の解析が予想以上に有意
義であることが判明した。魚類学上興味深い
未解析の下位分類群がまだいくつか残され
ており、この状況で拙速に条鰭類全体の系統
の骨組みを求めのではなく、最終年度である
本年は、そうした未解決の下位分類群の解析
を先ずは進めることとする。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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